





Number and Size of the Lateral 
Lingual Foramina on the Mandible






































































































































側 左 頂．」 ユー＿．
数 l　　　l一 卜． 、ト　　1 f『　　‘ 下　　　1 ．Lﾎ　1 ｝一 ド 計















4 ユ7〔14．29） 18（15．13） 日0．83） 14（11．5ア） 11（9．09） 1（C．42）131（12．92）‘2Q（12．∩8）
1　5 16（］3．45） 1ε（13．45）‘ 1 ］7∩4．05） ］6（］3．22） 1 33（13．75）32（13．33）
5 1　　　　　　　　　　‘P　　　　　　　　　‘ 7（5．88） 9（7．5F）i 8（6．61） 12（9．92） 15（6．25）‘21〔Q75）
‘　7 10（8．4ρ） τ0（8．40）： 1 4（3．31） 3（ 2．48） ］4（5．83） 13（5．42）
1 8（5．72） 7（5．e8）． 5（4コ3） 4（ 3．31） 13（5．42）u（己5ε）
3（2．52） 2（1．68）1 6（4．9ε）1 9（ ア．4勾 9（3．75） 1ユ（4．59）
1］0 2（1．68）‘ 3（2．52） 6（4．96）… 5（ 4．13） 8（3．33） 8（3．33）












1 ］（0．84）1 ］（0β3） ］（ 0．83） 2（0，83）1］（O．42）18 1　0．84　1 1 1
‘生 119 1］9　　　1 119 ］2｜ ］21　　　1 121 240　　‘ 240　　　1 240
‘ズ 022　　1 4．37 4．5q 028 438 4 67 ∩25 4．38　　1 452




























N　　　　22　　　　　22 22 20　　　　　20　　　　　2 42　　　　　42 42
更　　［　　　　0．09　　　　　　　　3．50　　　　　　　　3．59 0．10　　　1　　　　3．90　　　　　　　　4．00 0．10　　　　3．7り 3．79









































































































































































































































































































































← ．一． D一1 大． L＿．　石一 側 左 側　　　　　　1 ：．1 き 上　　　　　　．’ 一「一一S一一 　　一縺D 下一一一 計　　1 上 F 計　　　‘














0．35 4（｜　5．38）　　　　56（10．77）60（10．99）4（11．43）46（8．68）50（8．85） 8（13．1］） 102（9．71）110（9．90）
















2ω．38＞@　　　　　　1 2（0．35｝ 2ω．19）1（OjO） 1｛鵠1
N 2E． 520 546 35 530 565 61 1050 11］1
正 0．25 0．23 0．25 0．26 0，24 0．24 0．25 0，24 0，24













































N 2 77　　　　　79 2 78 80 155 159
元 0．45 0．25　　　　　1　　　0．26　　　　1　　　0．40 0．25 0．26 0．43 0．25 0．25
σ五一1 0 0．τ1　　　　　　　　0．12　　　　　　　　0．07　　　　　　　　0．14　　　　　　　　0．15　　　　　　　　0．05 0．13　　　　0．13
表5－1：小臼歯部にある小孔の大きさ（第3大臼歯存在）
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N 2 27 29 1 37 38 3 64 67
1定 0．45 0．32 G．33 0．35 0．31 0．31 0．42 0．31 0．321砺一1 0 0．14 0．14 0 0．18 0．19 0．06 0．16 0．16
表6 1：小孔の大きさと位置 右側（第3大臼歯存在）
0．15 0．25 0．35 0．45 0．55 O．65 0．75　　　　0．85 1．25箇
n　　竺 n　　筈 n　　忽 n　　累 n　　堅 n　　元 n　　ガ　　　n　　％ n　　冤
N 元 θ㌫‘
上 2 66．67 1 33．33 3 0．28 0．06
PI 下 925．006 ］6．67 3 8．33 1027．781 2．78 4 11」1 2　5，56 1　2．78 36 0．300．20
≡ 9 ．08 20．5 4 10．261025．641 2．56 4 10．26 2　5．13 〕　2．56 390．380，2∩
上 4 30．77 7 53．85 1 7．69 1 7．69 13 0．24 0．09PIP2
下 8 2］．62 7 18．921027．03 3 8．1｜ 4 10．81 3 8．11 2　5．41 37 0．36 0．18
言 1224．001428．001122．004 8．0∩ 4 8．0∩ 3 6．00 2　4．00 50 0．33り．17
1 50．00 1 50．0 2 020o．∩戊
P2 1330．231432．56 716．283 6．98 1 2．33 3 638 1　2．33 1 2．33 43 0．320．21
言 1431． 3．33 715．563 6．67 1 2．22 3 6．67 1　2．22 1 2．22 45 0．31 0．21
上 1 50．00 1 50．00 2 0．2nり．∩7P2
[‘ 下 102．03 1951．35 513．5］ 2．7∩ 2 5．41
37 0．26010
言 1　2．21 0 5．28 5 2．82 1 2．56 2 5．13 39 0．2臼 り．10
上 1 50．00 ｜ 50．00 2 0．3り 0．∩7
H‘ 405．56233L946 8．33 3　4．17 72 0．21008
言 405．052432．437　9．46 3　4．05 74 0．21 ∩．08
甲’
g2 下 2452．171634．782 4．35 2 4．35 2 4．35
46 0．220．τ0
言 245． ｜634．782 4．35 2 4．35 2 4．35 46 0．220．10
1 50．00 150．00 2 020 007
H1 3656．252335．945 7．81 640200．n6
言 3756．062436．65 7．58 6 0200．06
上H21H3
下 2852．831833．966 ｜L32 1 1．89 3 0210，081
計 2852．83τ8 33．96 6 11．32 1 L89 53 0210∩8
1 50．00 1 50．00 2 03り0．07i
H5 49．37 3 41．77 5 6．33 1 ｜．27 1 L27 79 0．2】 0．08
言 3948．153441．98 6 7．41 1 1．23 】 L23 81 0．220．08
上
R 305．501426．42713．2 1　　．89 1　1．89 53 0．220．09
≡ 3056．50 ． ・ ．9 53 0．22o．09
表6 2：小孔の大きさと位置 左側（第3大臼歯存在）
0コ5 0．25 0．35 0．45 0．55 0．65 り．75 n．85 n．95位置
n 叱 n 冗 n ％ n　％ n　累 n　　工 n　　驚 n　Σ n　　Z
N 元 φ．1
上 2 28．57 4 57．14 1 14．29 0．24007
P‘ 下 1029．41 5 】4．71 7 20．59 41L765（14．71 3 8．82 340．340．17
旨 9 2．95 8 19．51 4 9．76 5 12．20 3 7．32 41
6 50．00 2 16．6フ 2 16．67 1 8．33 1 8．33 12 0．26014P‘
o2 9．44 7 19．44 2 ．5．56 8 22．22 7 19．44 2　5．56 1　2．78 1　2．78 1　2．7836041 n21
言 1327．08 9 18．75 4 8．33 9 18．ア5 8 16．67 2　4」7 1　2．08 1　2．081　2．08480．37 0．20
上 3 100． 3 0．250
P2 下 2239．291628．57 9】6．07 4　7．14 1 1．79 2 3．57 1　1．79 1 1．79 56 0．28 0．1q
三 2237．291932．20 915．254　6．78 1 1．69 2 3．39 1　1．69 1 1．69 590．280．16
上 3 100． 3 0．250P2．Hl
下 1532．61634．78817．394　8コ0 1 2．17 1 2．17 〕　2．17 46028014
計 ．33 4　8．16 1 2．04 1 2．04 1　2．04 490．280．13
上 150．00 50．00
M， 9 0．85 3346．48 6　8．45 2 2．82 1　1．41
言 3042．253345．21 7　9．59 2 2．74 1　1．37 73 0．230．08
上 2 66．67 1 33．33 3 0．32OJ2HIIM2
下 2452．17194L301　2．17 2．17 1 2．17 460．2 0．0
言 2448．98 2　　2．861　2．04 2 4．08 1 2．04 490．22 0．09
上 1 00． 1 15 0
H2 3557．382236．074 6．56 61 0．200．05
言 3658．062235．484 6．45 62 0．200．り6
上H2．H3
3 6．35 1326．53 2．04 2　4．08 4 019007
； 3367．35 3 26．53 2．04 2　4．08 490．19 0．07
上 1 50．00 1 50．00 2 0．200．07
H3 下 5178．46 9 ｜3．85 3　4．62 2　3．08 65018 7
計 5277．761014．93 3　4．48 2　2．99 67 0．18 0．07
上 ．0 ．0 2 0．350．14
R ．ト 3959．092131．82 5　7．58 1 1．52 660．20 0．07
計 3957．352232．35 5　7．35 2 2．94 680．21 0．08
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表6－3二小孔の大きさと位置一右側（第3大臼歯欠如）
‥ 位置 0．15 0．25 0．35 0．45 0．55 0．75
n　　…1 n　％ n　毘 n　　％ n　　望 n　竺　） N 叉 σ6－1
上 2100． 一 2 0．45oP〔1 342．86342．86τ14．29 ア 0．320．08情 333．33333．33333．33 9 O．350．09
上
P・P2
下 1（16．67 1（16．67）3（50．00） 『　’．一　一 1（16．6ア） 6 0．43o．τ9
ラ 116．67 1疏 350．0の τ16．ε7 6 0．430．〕9上 一P2，下 457．14114．291 14．29 114．9 7 0．24り．12「訂 45ア．14 τ 14．2列 1 14．29 114．9 ア 0．24n．｝2上P2
g∫ 下 1 14．29 457．141 14．29 1 14．29 7 0．290コ3
計 1 14．29 457．141 14．29 1 τ4．29 7 0．290．13
M1 下 545．4543氏362｜8．18 11 0．22 0．09
言 545．45436．36218．τ8 11 0．220．09
MlM2
650．00650．00 12 0．200．05
言 650．00650．00 12 0．20 0．05
M2
上下＝
545．455 45．45）　　　1　　9．09 11 0．2］ 0．0フ
計 545．455 45．45　‘19．09　， 11 0．21 0．07
上
R 下 ア43．ア5 850．00 1　6．25 16 0．220．08
言 743．75850．00 1　6．25 16 0．22 0．08
表6－4：小孔の大きさと位置一左側（第3大臼歯欠如）
爵 0．15 0．25 0．35 0．45 0．55 0．65 0．85
n　　男 n　　叱 n（駕 n（男　） n　　望 n　叱　） n（〆 N 痴 礁r
1こ
Pl 1 10．00 3 30，00） ｜（10、00） 220』∩ 110．00220．00 1 0．40OJ8
計 1 10．00 330．00110．00220．001｜0．00 220．00 了0 0．400．↑8
1100． 1 03PlP2
330．00’440．00〕10．00 110．00110．00100．33 0．23
き 327．2ア 436．362τ8コ8 τ　9．09 1　9．0911 0．330．22
上
P2 下 228．573（42．86）1（｜4．29 114．29 7 0．260．ττ
計 228．57342．86114．29114．29 7 0．260．〕1
上P2
獅 下 6 60．00 3 30．00 ］10．00 10 o．22 0．13
5 660．00 330．oo 1］0，00） 100．22 0．13
トh 5 50．00 5 50．00 τ0 02005
÷ 5 50．00 5 50．00 10 0．20 0．05
上≒1・
P4z 8 72．73 3 27．27 11 0．18　　．O．05
計 8 72．73 3 27．27 1］ Oj80．05
Hz 二 4 57．14 342．86 7 0．19 0．05
計 4 57．14 3 42．86 7 0．19005
上 ｜｜00． 1 0．450
R 下 ？53．85 646．15 13 0．20 0．05
計 7 50，00） 642．86 1　7．｜4 14 0．21008
図7：大臼歯部のみに小孔がみられる
さ纏
鞍ぎ・
・継
図8：左右対称的に小孔がみられる二左，
　　　　　PrP2間下方0．65　mm右，　P，下方
　　　　　0．75　mm
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小臼歯部（P、～P2－M、間）では左右にないもの
11例（7．80％）左のみに存在するもの23例
（16．13％）右のみに存在するもの14例（9．93％），
そして左右に存在するものは9例（65．95％）であ
る（図7）．
　小臼歯部で比較的大きい0．35mm以上の孔で
は左右にないものが34例（24．11％），左のみにあ
るもの25例（17．73％），右のみにあるもの20例
（14．18％），そして左右にあるものは62例
（43．97％）である．このうち，最も多いのは左＝
右の順に示すとP2－P、＝P、－P2，　P2　＝　Pl　－P2と
P2　－P、　＝＝　P2の下方に存在する場合が各々6例
（4．26％）ずつで，次いでP、＝P2とP、＝P、－P2が
各々5例（3．55％），P2＝P，とM1－P2＝Pl－P2が
各々4例（2．83％）である．なお，位置と大きさ
の全く対称的なものは1例（0．71％）のみでP2下
方に0．65mmのものが存在する（図8）．
考 察
名称：名称はShiller＆Wiswell9｝が舌側孔の
うち，両小臼歯部の下顎底近くの孔を，unnamed
foramenとのべ，またNevin5）はaccessory　fo・
raminaとして記しているがいずれも固有の名称
ではない．また，El・Najjar＆Mcwilliams2）は
intemal　mental　foramenと名付けている．しか
し，統計的な研究を行なったShiller＆Wiswell8｝
に準じて舌側孔と云う名称を用い，外側舌側孔と
命名して調査した．
　出現率：Shiller＆Wiswell8｝は下顎骨舌側小臼
歯部の63．5％に孔がみられると記し，鈴木・酒井9）
は日本人で76．47％にみられると記している．筆者
らの調査したインド人では小臼歯部に92％みら
れ，先人の報告より15～30％も多い．この差は人
種差より調査範囲の差と調査した孔の大きさの差
によるものと考えられる．小臼歯部に存在する
0．35㎜以上の大きさの孔は下顎骨の75．89％に
みられ，鈴木・酒井の値とほぼ一致する．
　大臼歯部にも高率に，しかも数多くの小孔がみ
られる．これらの孔は歯根端付近に存在するので
下顎体外面に出来た下歯神経叢からの下歯枝がこ
の孔を通り，歯牙に分布することも考えられる．
　臨床的意義：外側舌側孔を入る神経がもし頸横
神経の枝だとすれば下顎歯牙の局所麻酔は，この
孔付近を麻酔しないかぎり効果がない．
結 論
　インド人下顎骨141例の外側舌側孔と，臼歯部内
面にみられる小孔を観察して，次の結果をえた．
　1）小孔数二第3大臼歯を有する下顎骨の小臼
歯と大臼歯部の舌面にみられる小孔数は2個が最
も多く15％，次いで5個が13％である．最多数は
18個で，平均4．62個である．また，第3大臼歯の
下顎骨ではやや少なく平均3．97個である．
　小臼歯部のみでは1個が36％で最も多い．最多
数は7個で平均1．53個である．小臼歯部で，顎舌
骨筋線下方にある外側舌側孔は1個が43％で最も
多く，次いで2個が25％，最多数6個で平均1．34
個である．小臼歯部のみの小孔数は第3臼歯の有
無とあまり関係がない．
　2）小孔数と位置：第3大臼歯を有する下顎骨
にみられる小孔はP、下方に29％，PrP2間下方
35％，P2下方38％，　P2－M，下方30％，　M、下方43％，
MrM2問下方35％，　M2間下方36％，M2－M3間下
方34％とM3下方41％で，小臼歯部より大臼歯部
に多くみられる．
　3）小孔の大きさ二第3大臼歯を有する下顎骨
の臼歯部舌面にみられる小孔の大きさは0．15mm
が最も多く47％，次いで0．25mmが33％，0．35
mmが10％と大きさの増大するに従って減少す
る．最大は1．25mmで，平均0．24　mmである．第
3大臼歯を欠如した下顎骨の小孔の大きさもあま
り変らない．
　第3大 歯を有する下顎骨の小臼歯部のみの大
きさは0．15mmが30％，0．25㎜が29％，そして
平均0．32mmである．
　外側舌側孔は0．15mmが29％で最も多く，次い
で0．25mmが28％，最大1，25㎜で，平均0．33
mmである．この部に比較的大きい孔が存在する．
　4）小孔の大きさと位置：第3大臼歯の存在す
る下顎骨の右側で，大きさの平均はP、下方0．38
mm，　P1－P2間下方0．33　mm，　P2下方0．31　mm，
P2－M、間下方0．26　mm，　M，下方O．21　mm，
M、－M2間下方0．22　mm，　M2下方0．20　mm，
M2－M，間下方O．21　mmとM，下方0．22　mmであ
る．
　第3大臼歯の欠如した下顎骨の右側で大きさの
平均はP、下方O．　35　mm，　PrP2間下方0．43　mm，
P2下方0．24　mm，　P2－M、間下方0．29　mm，　M、下方
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0．22mm，　MrM2間下方0．20　mmとM2下方
0．21mmである．
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